
放射線物理学 No。4 荷電粒子と物質の相互作用

弄3511ヨ (2006`軍 )

間 14チ ェレンコフ光に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 荷電粒子が物質中を光速より速く進むときに放射される。
B 荷電粒子の進行方向を知ることができる。
C 発光の持続時間がシンテレーション発光に比べて短い。
D 荷電粒子が減速されるときに放射される。
E 荷電粒子が結晶の格子面に沿って進むときに放射される。

OABCの
み   2 ABEのみ   3  ADEのみ   4 BCDの み   5 CDEの み

間 15次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A β線に対する気体の I1/値は,その気体の電離エネルギーにはぼ等しい。
B ヘリウム,ァルゴン及び空気のβ線に対するw値をそれぞれ″随,″紆,Li「 とすると,その大き
さ1ま wHc>wAr>Lirの順 となる。
C 4MeVの α線と2 McVの β線に対する空気の″値は,α 線の方がβ線よりも約 2倍大きい。
D 7値 とは,荷電粒子により物質中に 1対のイオンー電子対を生成するために必要な平均手ネルギ
ーである。                              =
l  ACDのみ   2 ABの み   3  Bcのみ

  で,Dの
み   5  ABCDす べて

間13同一速度の陽子,車陽子及びα粒子の同一物質中での飛程をそれぞれRP,表d,Rα とするとき,飛程の大
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間 16次の物質のうち,その物質中での 5.3 MeV α線の飛程 (mg・ cm-2)が最も大きいものはどれか。
1 水素  2 空気  3 水  4 銅
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